
たばこによる着央機構について

1.はじめに

都内に発生する火災のうち，たばこに基因するもの

は約16%前後もありここ数年常に火災原因の第 1位を

占めている。

しかしその出火に至る機構等については判然、とした

資料もないのが現状である。

そこでこれらたばこによる着火の可能性を究明し，

あわせてその出火機構を明らかにするため実験を行な

ったのであるが今回は紙面の都合上その 1部を紹介し

火災原因調査技術向上の資料としたい。

2. 実験期間

昭和43年11月7日から

昭和44年 2月初日まで

3. 実験場所

東京消防庁消防科学研究所実験室

4. 実験項昌

(1) たばこの燃焼速度と燃焼温度

(2) たばこによる着火性とその燃焼速度

5. 実験方法

〈り たばこの燃焼速度と燃焼温度測定

市販たばこのうち特に消費量の多い次の 6種類につ

いて 3回宛実施した。

{ノ、イライト ロングホープ
フィノレター付たばこ i. 

Iホーフ， ロンクピース

両切たばこ{ピ{ス，いこい

実験方法は供試たばこを:?l1.中に水平，火古車、部を上に

して垂直，火源、部を下にして垂直に保持し，風速 0，

0.5. "'1.， 1. Om/s. 2.0m/s. 3.0m/sの各条件下におけ

る燃焼速度を測定した。

燃焼温度はたばこ横断面中心部でたばこ未端より 5

mmの位霞に下図の如く 0.3mmAC線熱電対を挿入
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して測定した。
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また中心部と外周部の温度差をみるため外周部より

lmmの位置で先端部より25mm離れた個所に下図の

如く0.3mmAC線熱電対を挿入し燃焼温度を測定そ

の差異を確認した。
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(2) たばこによる着火性とその燃焼速度

たばこによる火災のうち着火物として比較的事例の

多いもの及び特殊なものとして次のものを選定した。

[布とん類(木綿わた，化せん綿〉

事例の多いもの 1たたみ，毛布類(純毛，ボンネノ"'，

l軍隊毛布〉新聞紙，鋸屑。

特殊なもの{発泡スチ p -)レ

火源とする供試たばこは使用量の最も多レと¥..Jつれ

ているハイライトを用いた。

また押入れからの出火機構をみるため突大規模の押

入れによる出火までの状況を観測した。

6. たばこの燃焼速度及び燃焼講壇

実験項目(1)によるたばこの燃焼速度については第 1

表のとおりであるo

燃焼速度はたばこの種類，セット状況，合水量，填

充度，点火時の吸引の度合によって異なるが火持ちの

よいものはロングピース，ホープ， 口ングホープ，

イライト， ピース，いこいのl願になち風の影響は O.5 
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第 1表各 種 煙 草 の 燃 焼 時 間()は立ち消え本数/実験回数

実験方法 1m/ 5 1 ピース〈両切〉 ホープ〈小〉 ホープ〈大〉 ピース〈大〉L 、 こ L、 ハイライト

(ω
日

)

。15' 40' ~16'30' ~21'20'114'15' ~15' 45' ~15'50' 17' 00'→0' 00' ( -~-):1叩'~17'10'~山5 13'30'~16'30'~16'35'116'15'~17'OO'~17'10' 

0.5 10'53'~11'20'~13'23'110'OO'~11'10'~11'20' 十)1 11 '町~12'30'~12'40' 10'55'~13'OO'~13'10'114'OO'~14'50'~15'OO' 

1*1←ー l ゲ 25'~10'20'~10'50' 8'30'~10'10'~11'10' (+) 11'45'~12'35'~12'35' 10'OO'~11'10'~11'20' 10'40'~13'OO'~13'10' 
2 8'40n~10'05'~10'20' (+) ((J十L))山'~1印」山' 10'OO'~11'20'~11'30' 

3 (子) (十) 10'10'~11'30'~11'35' 10'OO'~12'OO'~12'20' 

0.5 13'OO'~15'40'~15'50' ((((寺÷÷-3IL1 i l )ll山'~1叩.~17' 35'115'20' ~1間川山'阿倍'~14'50'~15'OO'
区寸ー

15'40'~20'OO'~20'10" 18∞-20' 30' i =1= l…9' 50' ~19'50'114' 40' ~15 帥 ~15 鈎
2 -~-)I (+)ぽ45'~附
3 ( ! )1 ( ! )1 ( ! )l.~ ~V .V  vv  (-1-) 
0.5 2川~23'30' (+) 13'10'~21'10'~21'20' (-}-) 13'40'~17'30'~17'35' 15'05'~16'25'~16'30' 13'20'~14'30'~14'35' 

「可 ((す÷)) 
14'10'~14'30'~20'OO' (+) 出 (十)14'20'~14'40'~14'45' 

2 (+) (十):14'20'~15'20' ~15' 10' 
3 (+) (+) (十) ( ~ )114' 30" -. (ι) 
。20'45'~20'50'~20'50' 15'OO'~17'10'~17'20' 

(((会す守一)) ) 

問'~1川~~9':0:11~: 5~~ ~16: ~O~ ~17' 00~i15'2…， 30' ~ 15' 40' 

目-
O. 5 

((÷十)) 
12'40'~17'30'~17'40' 山 0' (+ )115'15'~18'25'~18'30'113 
12'45'~13'50'~14'10' 

(((十主わ))Wれ l刊 '(((す÷4子一))w)y lH円Fl1uぽ山3'町~14'山，ト山5
2 

((÷十)) 
山内

(( 十十) ) 
1

13…5

勺主3 (+) 。10'20'~11'15'~12'15' 13'30'~14'10'~14'20' 15'15'~16'20'~16'20' 10'OO'~12'50'~12'50' 13'OO'~13'30'~13'40' 11'30'~12'45'~12'50' 

0.5 20'00' (+) 11'20'~13'15'~13'20' 16'OO'~18'30'~18'40' 10'20'~13'10'~13'20' 12'30'~12'40'~12'50' 11'30'~13'40'~13'50' 

回一 l (+) 13'15'~15'OO'~15'10' 
(((十÷す)) ) 

13'10'~15'50'~16'OO' 12'50' (+) 13'OO'~14'50'~15'OO' 
2 (+) 11'OO'~15'OO'~15'15' 11'45'~15'OO'~15'10' 12'55' ((→十イι子子)1 1附叶4'帥'~1
3 (+) (+) (+) 了)ぽOト 13'20' (+) 

気温および湿度 1 WC 70% I 12.50C 76% I 160C 68% I 16.50C 78%-1 1ot: 76% I WC 74% 



血 /sの微風でも影響があらわれ風向.保持状態によっ

てもかなりの差が認められた。

また風速2.0m/s以上になると途中立消えした割合を

みると，

水平固定の場合

(1) 風向がたばこの燃焼方向と同じ場合

風速0………・1/18

• 0.5m/s…… 3/18 

. 1. Om / S …… 3/18 

• 2.0m/s…… 9/18 

• 3.0m/8…"'11/18 

風向がたばこの燃焼方向と逆の場合

風速O.5m / s…... 4 /18 

1. Om / s…… 7/18 

• 2.0m/s……13/18 

• 3.0m/.……18/18 

風向がたばこの燃焼方向と直角の場合

風速0.5m/.…… 4/18

. 1.0m/8……12/18 

2.0'"!s……14/18 

• 3. Om /8……17/18 

垂直固定の場合

(1) 燃焼方向下向きの場合

風速0….....・H ・3/18

n 0.5m/8…… 8/18 

1. Om /.……10/18 

グ 2.0m/s……13/18

• 3.0m/.……17/18 

(2) 燃焼方向上向きの場合

風速 0・…....・H ・0

• O. 5m /8…… 2/18 

1. Om / s…… 8/18 

• 2. Om /8……8/18 

• 3川町18 I~ 
以上の結果からみると水平保持の場合，風向が燃焼

方向と同様の場合は，風速1.Om /s位まではたばこの燃

焼が盛んになり風による冷却効果を上廻るため燃焼速

度が早くなるが2.Om /.を超えると次第に冷却効果があ

らわれた立消える率が多くなる傾向がみられる。

燃焼方向と逆もしくは直角な風向の場合は燃焼熱よ

り冷却効果が上廻り途中立消える割合も多くなる。

また丙切たばこはフィノレター付たばこより立消えす

る率が多いことが注目される。

垂直保持の場合，燃焼方向下向きのときは上向きに

比べ燃焼速度も遅く立消えの率も多いがこれは燃焼熱

が未燃焼部分の温度を上昇させる度合の差によるもの

と思われる。

これら 3つの保持状態からみると無風条件では燃焼

方向上向きの垂直保持の場合が燃焼速度は早く，風が

ある場合は水平保持で風向が燃焼方向と同ーの場合早

いことが認められる。

なお実験に供した各種たばこの立消えした割合を順

位別に列記してみると

61 f̂ ¥ ..' _ 49 f，，¥ . 36 
(1)~、こい志子 (2)ヒース 69-(~)ハイライト 69

29 ._， • 17 ._， 9 
(4)ロングホープー士一(5)ホーフ (6)ロングピース-"-69 ¥Vr" 69 ¥Vf - - / ~ - /' 69 

火持ちのよいのはロングピースであり，いこいは立消

えする率が大である。

同一種類のたばこでも燃焼速度に差があるのは湿

度，気温，たばこの含水率，てん充の度合等によるも

のと恩はれる。

次にたばこの自然燃焼時の温度を測定した結果を第

2表に示す。
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たばこの燃焼温度の測定の如く微小でしかも急激に

温度の変化するものの測定にさいしては使用する熱電

対の種類，太さ等について考慮をはらう必要があるが

今回の実験では0.3mmのAC線を使用したため白金

一白金ロチ.ウムの熱電対を用いて温度測定した場合よ

り低L、数値を示してL、る。

最低~綬i匂最低~最高

7. たばこによる着火性とその燃焼速度に

関する実験

(!)実験方法

供試たばこは最も喫煙量の多いハイライトを使用し

た。

供試可燃物は一旦電気定温乾繰器にて全乾の状態に

し，これを実験室内に一週間放置したものを使用iし
た。

(2) 使用語句の説明

立消ア

( 36 ) 



点火した「たばこ」がそのままの状態てー速かに

消えてしまう場合。

イ 途中立消

立消えではないが，たばこが全部燃焼しない場

A 
Q 。

ウ たばこ灰化

供試たばこのみ完全燃焼灰化してしまう場合コ

エ独立燃焼

着火した可燃物が消えることなく， ~Ji次燃焼範

囲を拡大していく場合。

実験 1

供試資料(木綿わた，29 x 29 X5. 5佃の座布団〉

(ハイライト〉

たたみの上に巾29m，長さ29cm，J'Iみ 5.5mの陛布

団をしき，その "1'火上部~:こハイライトを静u;';:t/;火発

炎の状況を観測した。

写真 1

実験の結果は下衰のとおりであって実験回数 4回の

うち 3回はたばこのみ灰化した。

孟函f三 消 |途中立消I~tばこ灰匝~~I 発炎
41010131110 

独立燃焼に至った状況をみると，経過時間 3分10秒

で布団地に着火， 8分で独立燃焼Jこ移行した。

温度表(1)
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J屯布団は概ね 6 四/ min~10mm ! min の燃焼速度をも

って火源体である「たばこ」を中心にして円形広大し

無炎厚生焼を継続してL、く。

経過時間45分20秒で座布団の全部が焼き灰化した。

実験2

炉、試資料座布団(木綿わた28x28x6佃〕

ハイライト

たたみの上に巾28cm，長さ28cm，Jl/み 6cmの座布団

を 2つ折りにして供試たばこハイライトを挿入し，そ

のJl火発炎の状況を観i!lIJした。

写真 2

実験の結果は下表のとおり 1回で着火し独立燃焼Jこ

至った。

撤 回 数日 消1函lii~ r~tば品<1独立燃焼| 発炎
i0¥0 011 ¥0 

経過時間 5分20秒で布団地に着火しイ 9分13秒で独

温度表(2)

仰
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叫
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立燃焼に移行した。

たたみに着火するまで約23分を裂しその聞の燃焼

速度は概ね 4mm/min~ 6 mm/minである。

本実験は実験回数 l回であるが，火源の上下に着火

物があり幾分抑えるよめな形で且つ折りたたんだ座布

団の合せ目にセヅ卜したため熱放散が少なく通気も燃

焼継続に合致し容易に着火独立燃焼に移行したものと

考えられる。

最高温度はA点で5800C，B点で5600
C， C点で 500

。Cを示した。

実験3

供試資料座布団(テトロン綿26X25x4佃〉

ハイライト

座布団の中央部，周辺部にそれぞれ供試たばこハイ

ライトを写真のように静慣して実験を行なった。

写真3

実験の結果は下衰のとおりであって何れも着火独立

燃焼には至らなかった。

議l時 |立消 |鍔 i長ば品 |独立… l発炎

3 10 10 10 1 3 I 0 10 

3 I o. 5 I 0 I 0 I 3 I 0 1 0 

たばこのみが完全燃焼灰化するのみで布団地が黒焼

し，テトロ ン綿はたばこに接した部分が溶融するのみ

であった。

実験4

供試資料 布団(カ‘ンミロン，厚み 6cm) 

ハイライト

布団を 2つ折りにして供試たばこハイライトを布団

内側に静rnし z火発炎の状況を観iR'lした。

実験の結果は次表のとおりである。

1.，.，. ，>'< 1''''，-1-，.，.，.，，，，1たばこ灰1."'.，.，.........1
実験回数|立 消 |途中立消|化 |独立燃焼l発炎

1 1
0

1
0 I 0 1

1
1

0 

本実験は上表に示すとおり 1回の実験で着・火独立燃

( 38 ) 

写真 4

焼の現象を呈したが無炎燃焼を継続するのみで発炎す

るには主らなかった。

経j111~j 間55秒で布団地lこ Ji 火し 3 分 15T;!、で発期長多

くなり独立燃焼に至った。

i欠に布団上に供試たばこハイライトを水平に静促し

て3回実験を行なったがH.hも た:まこのみl火化した。

8. 布団類からの出火機構について

今回の実験ではぷ材地が木綿わた，テトロン綿， カ

シ4ロン綿の 3種類について実施 したが綿の種類によ

ってその着火性は大きく左右され作:二ポリエステル系

のテトロ ン綿については火源体(たばこ〉に娘する部

分が溶融するのみでたばこのような無炎微小火i原では

」「l火の可能性は少ないが，マッチ， ライタ一等でJt:'炎

すれば容易に着火発炎することが判明した。

木綿わた，カシミロン綿については比較的容易に定i

火独立燃焼に移行し同一条f'nでの燃焼速度は殆んど

差はないが着火時間に関しては木綿わたは概ね 3分~

7分であるがカシミロン綿は 1分私『度で着火してい

る。

次に火源休の設置方法について着火機構を考察して

みる。

布団に援する火源体の状態による差異は当然考えら

れるがその着火機構ともいえる小火源による燃焼熱の

逸散速度と着火物の熱の発生速度とに一定の条件があ

り.布団地と綿聞に間際があったり，布団のふちにた

ばこを立てかけた場合のように接触商が少なく且つ放

熱のよい状態では火源の熱量が着火物を燃焼温度に至

るまで界温させず火源体(たばこ〉の燃焼灰化後，自

然ilull立が低下するが，これに反してたばこをたたみ込

んだ場合には熱放散が少なく 100%の着火率を示して

L 、る。

実験 5

供試資料 (箪隊毛布， ハイライト〉

8つ折りした軍隊毛布の中央上部に供試たばこハイ

ライトを水平に静置して実験を行ないその着火発炎の

状況を観測した。



写真5

実験の結果は次表のとおりである。

実験 |風速 |途中 |たばこ |独立燃焼|発炎
回数 1m/s 1立消|灰化 1= .lL 1i<，W"  1 

1o 1 0 I 0 I 10 I 0 I 0 

5 1 o. 5 I 0 I 5 I 0 I 0 

何れも着火独立燃宛に移行せず，たばこのみが完全

燃焼灰化し，たばこに接した部分が黒焼. 2枚目の毛

布の表面が変色する程度であった。

たばこが完全燃焼灰化するまでに要しt~時間は無風

状態で16il'56秒(最低)~18分 10秒(最高〕て。あ り，

風速O.5m Isで断続的に送風した条件下で実験を行なっ

た場合:t13分10秒(段低)~13分55秒(最高〉である 。

なお本宍験で測定した燃焼の最高温度は供試たばこ

ハイライトに直接ふれている部分で 3120C. 2枚目毛

布の京商 で 142'C. 3枚目毛布の表面では22'Cであっ

た。

実験 6

供試資料 軍隊毛布，カーベァト，床(杉板〉

ハイライト

8つ折りした軍隊毛布 (33x 36ω)の合せ自に供試

たばこハイライトを静配して実験を行ない，その着火

発炎の状況を観測した。

写真6

実験の結果は下表のとおりである。

|風速 1，.6.'+'J，."，， 1 たば~ 1....--'...."._1 
実験回数IP"<m/sla. I途中立消|灰花|独立燃焼|発炎

3I  0 I 0 I 3 I 0 I 0 

|0.5 I 0 I 0 I 1 I (1) 

本実験は無風状態で3回実施したが何れもたばこの

みが完全燃焼灰化し，着火独立燃焼の現象はみられず

次に風速O.5m 1 sで断続的に送風したところ此の場合は

容易に着火し，独立燃焼から発炎に移行した。

経過時間17分30秒で毛布に着火したが自燃性に乏し

く送風を中止すると消える可能性がある。

25分で発煙量が多くなり，毛布の独立燃:脱が始まっ

t~ 。

毛布の燃焼状況をみる と側面部では70分~80分経過

後概ね 2 凹/min~ 3 mm/min. 90分~100分後では 4 皿

Imin~ 5 mm/minの速度をも って進んでおり経過時間

100分で側面部 (33X7 cm)が完全に炭化した。

なお供試たばこ静置後70分経過して床板からわづか

に発煙するのが認められた。

以後無炎燃焼を継続し.145分で床板から発炎 した。

毛布， カーペットが燃焼の進行に従って何れも収縮

するため床板との聞に問|僚が生じ益々燃焼し易い状態

が造成され，さらに本実験においては床板に宮11れ目が

あったため通気が良好で容易に発炎したものと恩われ

る。

毛布は完全燃焼後長さ，巾ともに約 5ω収縮した。

温度表(3)
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実験 7

供試資料 ポンネル毛布〔アクリノレ100%)

ハイライト

毛布を 4つ折りにして供試たばこハイライトをたた

みこんだ状態で実験を行なった。

実験の結果は下表のとおりでありたばこのような微

小火源では接触する部分が溶融するのみで自然性に乏

しく着火独立燃焼に移行する可能性は薄い 3

実験回れ吊干 訂作 九 1i1(Ji:燃焼|発炎

η
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3 

3 

次に毛布のまくl凶Jこたばこ〔ハイライト〉を水平に拘

置して 3回実験を行なったがたばこのみ完全燃焼灰化

し1枚目の毛布袈側が変色する程度で独立燃焼には至

らなかった。

純毛毛布についても同様の尖験を行なったが毛布の

独立燃焼には至らなかった。

9. 毛布類による出火機構について

実験に使用した毛布は軍隊毛布， ボンネノレ毛布，純

毛毛布の 3種類で軍隊毛布については毛布表面に微小

火源であるたばこを静置した場合，熱放散が大で毛布

が独立燃焼するに必要な熱昆が蓄積されずたばこの形

状に沿って黒焼するのみであるが，たばこを毛布の中

にたたみこんだ状態では熱放散が少なく蓄熱されるた

めその焼き範閤も大きくなるが反面窒息消火の状態を

造成し毛布が独立燃焼しにくくなる。

たたんだ毛布の合せ目などで空気の補給が充分であ

ると熱放散も少なく着火の可能性も増加し，さらに

O目 5m1.程度の微風があると，たばこの燃焼も活発とな

り比較的容易に独立燃焼に移行するものと考えられ

る。

軍隊毛布は綿布団に比へて自燃性に乏しく，毛，綿

の混紡率により相当の差があるものと考えられるが一

般に羊毛は自己消炎性を有しており純毛毛布について

はたばこのような無炎微小火源による着火独立燃焼は

可能性が薄いとは思はれる。

又ボンネル毛布〔アクリル100%)については純毛

毛布よりも着火し難く，毛布表面上におけるたばこの

水平静置，まきこみの状態，風速の有無に抱らず火源

体の形状に沿って黒焼固化するのみで着火独立燃焼の

可能性は少なし、。

このためボンネル毛布のように溶融するものはたば

このような無炎微小火源では着火温度に達し難いが，

軍隊毛布が発炎燃焼に至ったことは風，火源体の位置

など条件的に最良の場合火源体の温度も上昇し毛布に

着火，次第に昇温し発炎に至ったものと考へられる。

実験8

供試資料鋸屑〔もみじ)，ハイライト

巾30cm，長さ23cm，深さ10佃のダンボールに上記鋸

屑を1023g入れ木台〔杉〕の上にセットしその表面中

央部に供試たばこハイライトを静置してその着火発炎

の状況を観測lした。

写真 7

実験の結果は下支のとおりで為る。

!風 速 ， たほ~ I 
実験回数 /;.t..¥ kl:!!途中立，11:~{~~ 独立燃性 'Ie炎l m /s iXC-L --.lL.11 Ji灰 fヒ

1o 0 1 I了 寸 つ

1 ~r 0 I 0 I1 11) 

本尖験は無風状態の条件下で10回実施した立;fi守)Lも

着火，独立燃焼に移行せず，たばこのみが完生怜焼灰

化し， うち 1回は途中立消えた。

次に断続的に風速0.5m/sで送風した条件下て11な〉

たのであるがこの場合は容易に着火し発炎のjTlt;frIA

しTこ。

実験9

供試資料鋸肘〔杉)，ハイライト

直径10cm，深さ 3.7cmの円形の金属容器に上花畑ぽ

を入れ，その表面中央部に供試たばこハイライトをr'!'y.

写真 8

( 40 ) 
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実験10

供試資料鋸屑(杉)，ハイライト

供試たばこハイライトを鋸屑表面に水平lこ静笛;して

着火，発炎に至るまでの状況を観測した。

写真9

実撒験醐吋|叱凡/沖叫

1 O. 5 1 0 1 0 1 1 I (I) 

本実験は供試たばこハイライトを静置後概ね10秒間

隔でo.5m /9の微風を送風して行なったものである。

10. 鋸屑の着火機構について

実験に供した鋸屑は，もみち，杉の 2種類であって

その着火機精について考察すると，もみぢについては

無風状態下では10回の実験中 1度も着火独立燃焼に移

行しなかったが，このことは実験に供した鋸屑が比較

的厚みのある荒いもので火源体との接触面が狭く，従

って-!l道火しても燃焼継続に必要な熱が蓄積されな

いままたばこのみが燃焼灰化したものと恩われる。

次に0.5"'(s程度の微風を断続的に送ったところ，た

ばこの燃焼が活発化し，容易に着火独立燃焼・発炎に

至り着火率は100%である。

表面上の燃焼速度は概ね 2mm(min前後とみてよい。

又下部方向えの燃焼速度は0.4mm(min前後である。

杉屑については，もみぢ屑よりも粒径が細かく飽屑

の混在しているものを実験に供した。

火源体であるたばこの側面に杉屑が密着し，従って

熱放散も少なく容易に着火，独立燃焼に移行した。

燃焼速度は鋸屑表面上で概ねO.5皿 /min前後，下鵠

方向之0.2皿 /min前後であったが，勿論燃焼速度につ

いては時間の経過とともに蓄熱量も多くなり，その速

度も増すものと考えられるがここに示した数値は供試

たばこハイライトを鋸屑表面上に水平静寵してから約

130分までのものである。

鋸屑については何れの場合においても0.5"'/s程度の

微風を断続的に送った場合には容易に着火し独立燃焼

発炎に移行したことから風のあるような場所では鋸屑

の着火，発炎性は大きいと恩われる。

実験11

供試資料新聞紙，たばこ〈ハイライト〕

新聞紙12~20頁を 4 つ折りにして下図のように供試

たばこハイライトを静霞して実験を行ないその着火発

炎の状況を観測lした。

1¥ I百

D ZLCE己日目

(←ーは風向〕

風速Q.5. m iS 

51|蛾判時|堂書|州議長 !発炎

A D 
。¥0 I 5 I 0 ! 0 

O. 5 I 0 I 5 I 0 ¥ 0 

B 5 
o ¥ 1 I 4 I 0 I 

O. 5 I 0 I 5 I 0 I 0 

C 5 
01 0 1 5 1 0

1
0 

0.5 I 0 ¥ 5 I 0 。

D 5 
o I 1 1 4 1 0 I 0 

O. 5 I 0 I 5 I 0 i 0 

E 5 i 0¥0 ¥ 5 1
0

1
0 

0.5 I 0 I 5 1 0 1 0 

F 5 
01 0 

I 5 I 0 I 0 

O. 5 I 0 I 4 I 1 I (1) 
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無風状態下では何れもたばこのみ途中立消，又は燃

焼灰化し新聞紙に対する着火独立燃焼には至らなかっ

た。

次に風速O.5m /sで断続的に送風して行なったが七ッ

トFのj汚合:ニ心火発炎に移行した。

写真10

実験12

供試資料新聞紙，たばこ〈ハイライト〉。

金属製H専従の中に新聞紙を入れ供試たばこハイライ

トをぐのにいに折りたたんだ新聞紙中央部の面に沿って

火種を下にしてよりかけた状態で、実験を行ない発炎す

るまでの状況を観測した。

写真11

実験の結果は下表のとおりでらる。

実験回数 |風速 m/sIたばこ灰化|独立燃焼|発 炎

5I 0 I 3 I 2 I (2) 
発炎した場合は何れも新聞紙折りたたみの部分に火

源が入っている場合でしかも下部からの通気が良好で

あり下部が閉ざされた状態では独立燃焼には至らなか

った。

11. 新聞紙からの出火機構について

新聞紙上にたばこを水平に静霞した場合は熱放散が

多く 容易に着火独立燃焼に移行しないが火源の位置に

より新聞紙末端部が中央に比べて燃焼が活発であり，

特に折りたたんだ場合，切口部では紙間に熱気が入り

易い状態となり焼き紙数も多くなる。

( 42 ) 

さらに炭化がある程度進行した時に火源が移動した

り風があった場合には炭化部が赤熱されて焼け抜ける

現象がみられこれが進行すると発煙量が多くなり遂に

は発炎に至ることが認められた。

府1m{こ新聞紙を折りたたんだ状態で入れた場合，発

炎状態に進行したがその他の場合は独立燃焼に至らな

かった。

しかし合せ目の場合は熱放散が少なく蓄熱された状

態で進行し且つ下部方向からの通気も適当であるた

め燃焼が活発となるが下部が閉ざされている場合は発

炎までには至らなかった。

これは通気が前者より宮、いためと考えられる。

実験13

供試資料 たたみ(¥.、くーさ表)，ハイライト。

畳の上にたばこハイライトを静置して実験を行ない

その着火発炎の状況を観測した。

写真12

議 l時 | 品 | 途 問 | た ば こ 灰 化 | 融 支

1 I 0 I 0 I 0 I A. B. D I c 

経過時間10分20秒でC点着火発煙量多くなる。

19分50秒一一A点のたばこ灰化す。

23分30秒一一B点のたばこ灰化す。

24分30秒 D点のたばこ灰化す。

以後C点の発煙量多くなり経過時間50分30秒で押え

ぶち(杉材〉内側黒焼しはじめ， 80分で床板が発煙し

以後発煙量益々多くなる。

108分50秒で床板が発炎した。

床板と机の間隔が 5cmあるため空気の流通が良好で

容易に発炎した。

燃焼状況はたたみの合せ目に沿って下部方向に延焼

して行き，横方向には砿大しなし、。

たたみに着火してから98分30秒で床板が発炎してい

る。

なおたたみの合せ目以外の場所にたばこを静置して

実験を行なったがその結果は下表のとおりで途中立消



5回.たばこの完全燃焼灰化15回で何れも着火独立燃

焼には至らなかった。

奇襲 |時 同 |詩|長叫主義震 |発炎

101010¥317 10 10 

10 0.5 1 0 1 2 ¥ 8 1 0 I 0 

12 たたみからの出火機繕について

ー安験に供した畳はいぐさ表のものであって， 1.'1:1，ぇ而

上にたば二を静置した条件では20回の実験を試みたが

1度も若火独立燃焼に移行せず，たばこの形状に沿っ

て匁表面がよ，1，¥抗 したのみである。

このこと lは主 f畏畏1:表面に着火 しても独立t燃E歎~， Jし，焼b

に必必、要な青熱~盆が蓄泊されないで直ち』にこ熱1放此散が行なわ

れるためであると考えられる。

これに反してたたみの合せ 自にたばこを静目した場

合には実験例からも明らかなように独立燃焼に移行す

るに必要な熱が蓄積されるこ とと， 特にたたみの合せ

目の場合には通気もあり燃焼が持続され容易に着火独

立燃焼に至るものと思われる。

又たたみのふちどりの部分は湾紙を木綿地で くるん

だものを使用してるため着火し易 く作易に独立燃焼に

至ったものと考えられる。

たたみの延焼の特質については，横方向よりも下部

方向え延流拡大し，たたみの合せ自に沿って概ね直線

的に延焼して行く傾向がみられ床板に着火し発炎に移

行する。

実験14

供試資料 カーペッ ト(毛，ナイロン混紡〉

ハイライト

カーベ ットの中央部にたばこを怖抗して実験を行な

った。

写真13

実験回数lRipl長ば品 |着 火 |独立燃焼|発炎

3 I。I3 I 0 I 0 I 0 
3 1 o. 5 I 3 1 0 1 0 1 0 

本実験;主無風状態で 3回，風速O.5mλの条件下で 3

回尖施したが何れも着火の現象はみられずたばこに接

した部分のみよ11焼した。

たばこによるこの笛のカー ベットに対する必火ばそ

の可能性は少ないといってよい。

実験15

供試資料 発泡スチロール，ハイライ l

写真14

写真のように着火源であるハイライトを静置して着

火発炎に変るまでの状況を観測したが，たばこによる

発泡スチロー ルの着火の可能性は神L、。

マ ッチ.ライタ 一等で接炎させると行易に発炎状態

に移行する。

実験16

C 43 ) 

供試資料 敷布，掛布団 2枚(プ')j ミロン新D，

敷布団 1枚(綿)，マット 1枚，

軍隊毛布2枚，枕，ハイライト。

下図のように押入れの上段片側に枕，マ ット，敷布

団， 毛布，掛布団， 敷布をセットして 2つ折りにたた

んだ敷布団の内側中央部に供試たばこハイライトを静

置して実験を試みた。



温度表(4)
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また温度変化及び延焼状況を観測するため下図のよ

うに温度測定点を12ケ所固定し混測を行なった。
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入れの中段上部右側が空の状態のため正面主自Ijろ方向

え延焼し側壁〈ベニヤ板〉を発炎 (6時間25$士後〉せ

Lめる状況を呈した。

燃焼状況をみるに布団は初期段階において;主火源を

中心として概ね円形に拡大されてし、くが熱気流の流れ

に沿って鉱がり外気に直接触れる線部で 4方向に鉱が

る傾向が認められた。

なお火源から上下方向えの燃焼は寸1想に反して緩慢

であっ 1':'0

Cf/ 

1.・
弁。"

1" 

押入れ内部の燃焼状況を観測するため襖の中央部に覗

き窓 (30x60cm，塩化ビニール透明板〉を作り状況を

観測した。

火源体である供試たばこハイライトを静置した敷布

団中央部①附近の温度は経過時間 40分で 420"Cでを

示し，以後降下しているも 5時間後においても 3200C

を示し熱放散も少なく蓄熱されていることを意味して

いる。

またノ、イライトを静置した敷布団前面部⑤の温度状

況を観察すると 5時間後には 450
0

Cを示し，前面複の

方向え延焼してきたことが理解される。

供試たばこを中心としてどの方向え延焼していくか

が本実験の重要な問題であり，たまたま敷布団の下に

自然性に乏しい動物性繊維の毛布がらったためと，押 温度表明
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延焼状況観測表

状 況

|概ね円形山

55' ・下とも直径10個程度炭化し無炎燃焼

継続中。

2"45' 覗窓より発煙を確認。

4h32' マット前面黒焼。

4h34' マット上部から発煙

4h38' 敷布団前面黒焼

4h57' 
覗窓軟化す。このあたりから火災発生

の危険な状態に移行する。

6hOO' 正面左側の側壁(ベニヤ板〉内面に変

色がみられ炭化が進んでいる。

6h25' 
|正面左側の側壁ベニ哨の内面部より

発炎。

11 .ま とめ

今回の実験で座布団(木綿わた，テトロン綿)， 軍

隊毛布，新聞紙，発泡スチロール，カーベット，鋸屑

についてはそれぞれ一旦全乾にしこれを実験室内に

1週間放置したものを供試可燃物として使用したもの

で実際の状況と比較して条件的に大差ないものと考え

られる。

以上の実験結果から着火に関する可能性を次の諸点

から考察してみる。

(1) 着火物の材質による着火性の難易

発泡スチローノレの如く接炎によ っては容易に燃焼す

るがたばこ等の無炎徴小火源によっては単に溶融する

のみで着火独立燃焼には至らなし、。

純毛毛布のようにたばこの燃焼熱によ っては着火物

が燃焼を継続するにたる熱量が得られず略たばこの形

状に沿って黒焼するだけのものは着火の可能性は全く

ないとは断言し得なレがその可能性は少ないと云え

る。

例 純毛毛布， ポンネノレ毛布(アクリノレ系)， カー

( 45 ) 

ベッ ト(毛，ナイロン混紡〉。

木綿わたの如く容易に着火し独立燃焼に移行するも

のは着火の可能性は極めて大きい。

例木綿わた，カシミロン綿.バンヤ綿，たたみ，

鋸屑，新聞紙。

材質的にみると以上のように分けられると思うが石

油化学工業の発達により技々の周囲には各種の繊維類

が出廻っており一般的には化織として親しまれている

ものでも.材質的に燃焼に関しては反対の性状を示す

ものがある。

(2) 火源体と着火物の設定条件による着火性の難易

布団，毛布などは火源体との接触状況によ って着火

率も変わってくるが，一般にたばこがこれらの可燃物

に密着している場合には着火率も高く，接触面に間隙

があると低くなる。

また自燃性の少ない毛布等はたたみこんだ状態では

室息作用の影響を受け，端部等の通気の良好な場所よ

りも着火率が低いことが判明した。

ただし綿については綿聞に空気が介在するため，た

たみこんだ状態の方が着火率が良い傾向を示してい

る。

佐については ft、ぐさ」表面上では着火の可能性は

少ないが，盛合せ自に火源体がある場合，特に若干の

間隙があると極めて容易に着火に移行する。

(3) 風の有無による着火性の難易

一般に蓄熱鼠と適当な通気量が着火に移行する基本

的条件となるものと考えられ，無風状態よりもO.5~ 

1.0m/s程度の微風があるとたばこの燃焼が活発化し，

着火，独立燃焼，発炎に至る可能性が大きくなる。

おわりに

たばこによって発生する火災は重要な事項として各

方面に多くの問題を提起しているが，これを解明する

には供試可燃物の種類，条件，機構の復雑性など数多

く，正確な出火機構を把握することは困難であるが今

回の実験はあくまでその傾向をつかむことを目的とし

て実施したものであり，かつ紙面の都合上その一部を

ここに発表したもので必らずしも満足すべきものでな

く，多少なりとも火災原因究明に役立たせることがで

きれば幸いである。
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